
阪神センコー運輸株式会社

【全社安全】 【会社安全】
①車輌事故  「安全配慮義務」並びに「安全遵守義務」が真に理解され車輌事故や労働災害が 従業員ひとりひとりが危険感受性を高め、職場における危険を素早くキャッチし「先取りの安全」を展開する。

保有台数 走行距離 有責事故件数 　限りなく削減する。 1．管理ﾘｽｸと業務ﾘｽｸの発見と低減

直営 80台 3500389km 2件 　　1．ﾗｲﾝ管理者がﾎﾟｼﾞｼｮﾝ毎の役割を理解し、遂行する。 2．類似事故災害再発防止のための対策の水平展開

　　2．PDCAｻｲｸﾙを機能させ管理ﾘｽｸと業務ﾘｽｸを低減する。

固定 準固定 ｽﾎﾟｯﾄ 有責事故件数 【会社品質】
協力 15台 台 2760台 0件 【全社品質】
合計 75台 台 台 2件 　物流業者として基本を忠実に実践している状態とﾘｽｸ管理の向上が図られている

　最大リスク/　狭小地での退突事故 　状態を作る。 1、クレーム対応及び原因追求と対策の水平展開。

　最多リスク/　狭小地通行時の確認 　　1．管理者ﾊﾟﾄﾛｰﾙにより基本の確認強化 2、品質ＨＨＫ提出と洗いだしの充実

　　2．作業手順教育、送り出し教育の強化 3、管理者による現場パトロールの強化　（作業方法、作業手順の確認）

②労働災害 【全社環境】 4、【攻めのＣＳ】積極的な継続利用顧客拡大と、受託範囲の拡大

通常人員数 労働時間 災害件数 第3者行為件数 　深刻化する地球環境保全・継続という問題に対し、物流企業として
直営 133人 373658時間 1件 1件 　　1．自社活動として、省ｴﾈﾙｷﾞｰの取組み及びCO2削減の施策について 【会社環境】

パート 12人 31344時間 件 件     　　環境先進企業を目指し主体的、積極的に取り組みを推進する。
アルバイト 人 時間 件 件 　　2．社会活動として、物流が環境に対して果すべき役割を認識し、ｸﾞﾘｰﾝ

派遣 人 時間 件 件    　   物流への継続・積極取組みと循環型社会への取組み、その他社会 1、省エネルギーと環境負荷軽減への自社活動

協力 人 ― 件 件 　　　 に貢献する活動を継続推進する。

合計 人 時間 件 件 【全社衛生】 【会社衛生】
　最大リスク/　交差点内の進入と通過 　健康企業を目指し、従業員個々人が自己の健康増進を積極化していくためにﾗｲﾝ管理を

　最多リスク/　現場搬入時の足元 　充実する。
　　1．衛生管理体制の効果的運用を図る。 1．予防活動の充実

③品質事故 　　2．予防活動を充実させる。 2．衛生管理体制の充実と効果的運用

　重大品質事故 0件

　品質事故 89件

【全社安全】 【会社安全】
③環境活動 　　重大事故・重大災害 　ｾﾞﾛ 　　重大事故・重大災害 ゼロ継続

　燃　　　費 5.7 ㎞/ℓ 　　車輌事故 （H21年度比　10%削減） 　99件以下 　　車輛事故　　（Ｈ２１年度比10％削減）

　　（直　営） 　21件以下 　　（直営） ０件

　　（関　係） 　23件以下 　　（協力） ０件

　　（協　力） 　55件以下

④衛生活動 　　労働災害 （H21年度比　10%削減） 　50件以下 　　労働災害　（Ｈ２１年度比10％削減）

　健康診断受診人員/率 　155人　/　97％ 　　（直　営） 　11件以下 　　（直営） ０件

　健やか活動参加率 93% 　　（関　係） 　28件以下 　　（協力） ０件

　健やか活動目標達成率 95% 　　（協　力） 　6件以下

　　連続無事故日数 ３８０日

　　連続無災害日数 ６４４日

【全社品質】 【会社品質】
（車輌事故） 　　重大品質事故 （H21年度比10%削減） 　　　　　7件以下 　　重大品質事故　ゼロ

運転操作の基本とトラックの特性に関する指導不足。 　　品質事故 （H21年度比10%削減） 　10，585件以下 　　品質事故　　　　（Ｈ２１年度比10％削減） 89件　⇒　80件

　 　　事故費 （H21年度比10%削減） 　 48百万円以下

（労働災害） 　　貨物事故立替金 （H21年度比10%削減） 　350百万円以下

運転手へのリフト操作に関する指導不足。

（環鏡）

ｸﾞﾘｰﾝ経営認証取得出来なかった。 【全社環境】 【会社環境】
　　ﾄﾝｷﾛ当り燃料使用量 （H21年度比1%削減） 　　自動車燃料使用燃費　　（前年度比1％向上） 5.7ｋｍ/ℓ　⇒　5.8ｋｍ/ℓ

（品質事故） H22ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ事業所 　H21年度比7%削減
作業方法に関する巡回、教育が不十分だった。 その他事業所 　H21年度比1%削減

　　リサイクルの推進 　3,500ｔ/年以上
　　グリーン物流提案 （H21年度比30%増） 　22年度2件以上提案

原因追求にも力をそそいでいる。 【全社衛生】 【会社衛生】
　　有所見率増加の抑止 （H21年度比　1%削減） 60%以下 　　従業員の健康診断受診率 １００％受診

　　長時間労働者の削減 　　有所見者の二次健診受診率 １００％受診

　　恒常的発生者（2－6ヶ月平均80時間超）の医師面談実施　　　　　　　　　30%以上 　　健やか活動参加率　　（前年度比1％向上） 93％　⇒　94％

　　単月80時間超人数 （H21年度比　20%削減） 320人/月以下 　　健やか活動目標達成率　　（前年度比1％向上） 95％　⇒　96％

　不適合項目数 23件 改善数 23件 　　喫煙率の低減 （H21年度比　5%削減） 101人以上

　観察事項数 件 改善数 件

平成22年度 全社安全品質環境衛生方針 平成22年度 阪神ｾﾝｺｰ運輸㈱安全品質環境衛生方針

配送業者の生命線である品質を向上させるため、作業標準を定着させるべく、繰り返しの教育を充実
する。

環境への負荷軽減と燃料費削減を考慮し、ひとりひとりがプロドライバーの意識を高め率先してエコド
ライブに努め、「思いやり」のある運転を実践する。

社員全員が健康の保持増進に努めるため、管理者自らが率先して予防活動に参加し従業員に呼び
かけ、「元気ある会社」を目指す。

平成22年度 全社目標 平成２２年度　阪神ｾﾝｺｰ運輸㈱目標

平成22年度　安全品質環境衛生管理活動計画書
承認 立案

作成日　平成　22年　4月　5日

前年度の概要

2.前年度計画の反省

　　売上（直倉・不B）百万円当りのエ
ネルギー使用量の削減

3.リスクアセスメントの実施概要
大阪営業所で手法を指導。現在ＱＣ手法をとりいれ

4.内部安全監査の概要

1.事故・災害の発生状況
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